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雑

録

牧
悲
遍
欝
減
り
諸
観
鮎
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穫
遮
増
減
の
諦
観
購
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石

川

興

二

.

一

緒
.

言

脛
濟
學
は
冨
の
分
量
の
大
小
増
減
を
以
て
、
少
く
ε

も
其
中

一6
問
題
の

「
こ
し
て
み
る
ε
云
ふ
こ
ご
が
出
來

幡
で
あ
ら
う
b
即
ち
纏
濟
原
論
の
生
産
論
な
る
も
の
は

結
局
肚
會
全
艦

に
於
て
生
産
せ
ら

る
、
富
の
分
量
の
大

小
増
減
、を
以
て
、
而
し
て
分
配
論
な
る
も
の
は
其
生
産

せ
ち
れ
し
富
が
肚
會

の
各
員
に
分
配
せ
ら

る
、
分
量

の

大
小
増
減
を
以
て
各

々
其
中
.勘
問
題

ε
し
て
み
る
コ
脛

濟
政
策

叉
は
肚
會
問
題
ざ
云
ふ
あ
亦
同
様
に
冨
の
分
量

の
大
小
増
減
を
以
て
少
く
ε
も
其

一
面
の
中
心
問
題
ε

し
て
み
る
。

.

.

.

.

.

・
.
.
.

一
.而
し
て
此
富
の
大
小
増
減
が
、
こ
を
作
出
す
る
に
要

す
る
生
産
要
素
叉

は

費
用
に
封
ず

る
關
係
に
於

、て

考

へ
ら
な

、
塒
は
、
.牧
穫
、

牧
盆
又

ば

報
酬
の
逓
増
減

(ヨ
臼
O
P
。。ぎ
四
話
9
∋
噂
鼠
ヨ
試
ωぼ
茜

「9
口
5
)
ご
し
て
云

ひ
表
さ
れ
て
み
る
。

縮

も

一
.官
に
牧
穫
の
逓
増
減
ご
云
は
る
・
も
、
纏
濟

第
十

一
巻

(第
二
號

}
二
六
)

二
七
六

、
學
上
に
於
て
牧
穫
逓
増
減

ε
云
は
る

べ
き
も
の

、
内
容

「

臓
實
は

一
種
に
七
て
止
ま
ら
な

い
の
で
あ
る
。
然
る
に

経
済
學
に
ε

つ
て
重
要
な
る
此
牧
穫
、
又
は
富
の
遽
増

減

の
諸
内
容

の
歴
別
及
關
係
は
n
實
は
充
分
明
確
に
さ

れ
て
み
な
い
の
で
あ
る
。
從
て
之
が
爲
.め
に
経
済
學
上

重
要
な
る
問
題
が
不
明
に
な
る
こ
ご
が
少
く
な
い
。

・

余
は
、
藪
に
、

、先
づ
此

収
穫

の
逓
増
減

の
異
れ
る
種

類
を
匠
別
し
、
次

に
其
意
味
及
關
籐
を
明
確
な
ら
し
む

る
こ
ε
に
よ
り
、
経
済
學
⊥
重
要
な
る

「
二
の
問
題
一に

言
及
せ
ん
ε
欲
す
る
の
で
あ
る
。

謝

諸
種
の
牧
穫
逓
増
減

牧
穫
逓
増
減
.の
法
則
嘘
云
は
る

、
も
の
.、
普
通
の
云

ひ
表
は
し
方
を
見
る
に
、
例

へ
ば

コ

定

の
土
地
に
勢

働
ざ
資
本

ご
を
加

へ
る
こ
ご
.を
段
々
蓬
増
し
て
行
く
ε

或
程
度
ま
で
は
之
に
恋
じ
て
絶
対
的
に
も
相
射
的

に
も

牧
穫
は
増
し
て
行
く
け
れ
こ
も
、
其
程
度
を
超
し
て
街

加

へ
て
行
ぐ
ご
甜収
穫
は
一絶
対
的

に
は
囎
『加
す
る
け
れ
こ

も
相
野
的

に
は
却
て
減
じ
て
行
く
。
例

へ
ば
、
資
本
及

勢
働
の
費
用
を
、
首

固
、
武
百
圓
、
参
百
圓

ε
増
す

に

封

↓
絶
劉
的

の
.牛
牧
穫
は
、
投
下
資
本
及
勢
働
を
増
す

O



8

1

,

仁
從
て
増
す

こ
ε
ば
増
す

醒
其
堆
し
方
は
十
石
、
十

五

ひ
ぢ
れ
て
る
都
が
爲
め
に
、
諸
種
の
牧
穫
逓
増
減
を
温

石
、
十
七
石
五
斗

箆
云
ふ
が
如
く
に

な
る
の
で

あ
.づ

倒
し
、

、
又
混
.同
の
結
果
種

々
な

る
.問
題
に
就
き
混
鋤
に

て
,
資
本
及
勢
働

の
増
加
に
封
ず
る
牧
穫
の
相
対
的
増

階
る
こ
ド
が
少
く
な

い
の
で
あ
る
コ
依
て
我
々
は
先
づ
.

加
は
、

一
割
、
.七
分
五
厘
、
五
分
八
厘
犀
云
ふ
様
に
彼

此
相
異
れ
る
牧
穫
逓
増
減
の
意
味
を
、
明
確

に
塵
別
し

.

っ
て
行
く
。
帥
ち
成
熟
に
至
る
ま
で
は
牧
穫
は
絶
対
的
.
な
け
れ
ば
な
ち

鳳
の
で
あ
る
9
而
し
て
此
匪
別
は
軍
に

に
も
相
対
的

に
も
漸
時
増
加
し
た
が
、
或
黙
よ
り
先
な

言
葉
の
み
に
依
て
健
、
充
身
起
明
か
に
す
る
こ
ε
が
出

縄
掛
的

に
は
増
七
て
も
相

野
的

に
は
減

る
の
で
あ
る
。

來
な

い
か
ち
、
特
に
狩
競
を
用

ひ
て
左
に
之
を
明
確
に

即
ち
資
本
及
勢
跡
の
費
用
武
百
圓
に
謝
し
て
は
、
牧
極

せ
ん
こ
欲
す

る
の
で
あ
る
。

の
絶
勤
の
分
量
は
+
五
石
ε
な
る
け
れ
こ
も
、
其
増
加

今
、X
を
以
て
此
際

一
定
さ
れ
居
る

べ
き
生
産
要
素
、

は
十
石
で
な
式
只
五
石
に
止
ま
り
、
生
産
費
参
百
圓
に

例
べ
ぱ
土
地

の

一
定
分
量
を
示
す
ε
す

る
、
(之
は
土
地

劃
し
て
は
、
全
量
は
十
七
石
五
斗

ε
な
る
U
れ
こ
も
其

に
限
ち
す
如
何
な
る
生
産
要
素
を
以
て
す

る
も
よ
い
の

増
加
は
二
五
五
斗

に
止
ま
る
。」
己
.云
ふ
風
に
説
明
さ
れ

で
あ

る
。
〕

て
φ
る
っ
(
幅
田
傅
士
国
民
脛
濟
講
話
、
乾
「
六
二
四
頁

次
に
、
y
を
以
て
此
際
.
一
定
せ
る
生
産
要
素
に
次
第

」
⊥
八
二
七
頁
参
照

)
.

に
増
加
し
て
組
A
口
さ
れ
行
く

べ
き
生
産
要
素
、
例

へ
ば
、

此
叙
述
の
中
に
は
次
に
閣
明
す
る
が
如
く
に
、
實
は

資
本
及
勢
働
の

一
軍
位
量
を
示
し
、
(之
お
亦
如
何
な
る

其
意
味
を
相
異
に
せ
る
敬
種
の
牧
穫
逓
増
減

が
包
含
さ

生
産
要
素
を
以
て

す
る
も
よ
.い
.の
で
あ

る
。
)
団
x
ひ

闇

れ
て
み
る
の
で
あ

る
が
、
,
斯
る
云
ひ
表
は
し
方
を
以
て

米
墨
団
沢
馬
1
…
…
等
を

以
て
此
生
産
要
素

の

一
軍
位
量
.

し
て
は
、
、我
々
は
其
筈
相
異
れ
る
牧
穫
逓
増
減
の
匠
別

宛
増
加
さ
れ
行
く
分
量
を
示
す
ざ
す

る
。
.
.
.
.

`

及
關
係
を
充
分
明
か
に
す

る
二
ε
は
出
來
の
。
而
も
斯

」
.又
、
H
、
凶
、
♂
三
覧
を
以
て
、
順
次
に
、
∵右
の
　生
産
要

る
云
ひ
表
は
.し
方
が
普
通
、
.肢
穫
逓
増
減

の
説
明
に
用

素
が

「
輩
位
量
宛
増
加
き
れ
行
く
に

つ
れ
て
渦
.増
加
し

雑

録

収
穫
逓
増
減
の
諸
窺
貼

第
+
一
巻

(第
二
號

=
一毛
V

二
七
七
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」

門

■

匿

、

雑

録

攻
穫
耀
増
減
の
諦
観
鮎

征
し
全
姥
産
物
又
は

全
部

牧
穫
の

分
量
を

示
す

ε
す

.

る

。
.

、

然

る
時

は
諸

種

の
収
穫

逡
増
減

の

一
般

的
基
本

`
な

る

べ
き
事
實

は
、
先
づ
以
下

の
如

く
に
表

は

さ
れ
得

る

k

ε

憎
に
よ
b

て

㌔
昌
が
生
産

せ
ら

れ
、

映

ε

図
×
幅
に
よ
り
て

、
。。
.が
生
産

せ
ら

れ
、

函

ε

団
×
馬

に
よ
り

て
、、
。。
が
生
産

せ
ら

れ
る
。

而

し
て
、
之
よ
サ
出

で
乗

る
諸
種

の
牧
穫
逓

増
減

の

意
味

は
、
以
下
の
形

に
依

b
て
表
は

さ
れ
得

る
。
即

ち

ラー

旭

く
漉
入
㌔
避
…
…

の
形

を
以
て
表

は
さ

る

べ
き
も

く

も
も
も
へ

の
は
全
部
牧
穫

(ざ
呈

「cゴ
「己

の
逓
増

を

示
す
も

の

で
あ

っ
て
、
先

の
云
ひ
表

し
方

に
於

て
牧
穫

の
絶
対

的

の
増
加

`
云

は
れ
把
も

の
で

あ

る
。
即

ち

一
定

の
土

地

.

に
野

し
資
本
及
勢
働

を

一
軍
位
.

二
軍
位
、
三
軍
位

ε

増

し
湿

る
聴

陶
其

各

々
の
全
部
収
穫

、
ド
、
、
、
、。の
次
第

に
増
大

し
行

く

こ
ご
を
示
す
も

の
で
あ

る
。

、別

、
ツ

(喰

x
恥
)↑…
」
或

は

喰

八
(臆

x
㌧
:
h:…

の

く

へ
も
マ
へ
し
も
み

形
を
以

て
表

は

さ
る

べ
き
も
の
は
、
生
産
要
素
増

加

に

へ

め

ヘ

ヤ

マ

も

も

う

り

あ

ろ

や

謝
す
る
全
部
牧
穫
増
加
の
割
合
を
示
す
も
の
で
、
之
が

先
の
云
ひ
表
し
方

に
於
て
牧
穫

の
相
射
的
の
増
減

ε
云

＼

第
十

一
巻

(第

二
號

=

一入
)

二
七
入

は
れ

把
も

の
で
あ

る
。
面

し
で
前
者

は
其
遍
増

を
、
後

者

は
其
逡
減

を
表

は
.す

も

の
で
あ

る
.
.即
ち
比
例

に
於
.

て
云

～
ば
、
前

者
は
、
資
本
及
勢

働
の
軍
位
量

を
二
倍

に

し
て
之
を

二
単
位

ご
し

た
る
時

の
全
部
牧
穫

〔戸

)
が
、

其

一
軍
位

の
時

の
全
部
牧
種

戸戸

)
の

二
倍

よ
り
も

よ
り

大

己
な

る
こ
ε
を
示

し
、
後
者

は
よ
り
小

`
な

る
こ
ε

を
示

し
た
も

の
で
あ

る
。
、

ラ3

(、
凶-
漉

X
(鳴

-
隠

)…

…
又

は

〔、
に
.1
、
▽

(旭

1
.

隠
)…
…

の
形

を
以
て
表
は

さ

る

べ
き
も

の
は
、
全
部
牧

も

も

へ

も

り

穫
の
増
加
分
又
は
増
加
分
牧
穫

(盆
山
三
8
巴

「①ゴ
∋
ど

の
逡
増
減
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
之
が
先
の
云
表
し
方

に
於
て
牧
獲

の
繕
封
量

の
増
加
分
は
、
五

石
、
三
石
五

斗
ε
な
る
芝
云
は
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
今
の
例

に
於

て
.云

へ
ば
、
資
本
及
勢
働
を

一
軍
位
量
宛
増
加
す

る
に

つ
れ
増
加
す
る
全
部
牧
穫

の
量
は
、
前
者
に
於
て
は
次

第

に
増
大
す

る
こ
ご
即
ち
逓
増
を
、
後
者
に
於
て
は
次

第

に
減
少
す
る
こ
ご
即
ち
逓
減
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
増
加
分
散
穫
に
し
て
、
其
増
加
分
牧
穫
を
生
産

す

る
に
要
し
ね
る
費
用

に
正

に
等
し
ぎ
も
の
を
翻
し
て

限
界
牧
穫

(巨
程
賦
言
ξ
ゆ
首
邑
)
ご
.云
ふ
こ
ざ
は
、
特
に

'

伽



幽

幽

●

注
意
す

る
ま

で
も

な

い
。

空
"

零

…

・文
は
曝

・
喚

・
触

…

・の
形

を
以

て
表

は
さ
る

べ
き
も

の
は
、
卒
均

…収
穫

貧
く
ゆ
茜
面
ゆ

「0ゴ
ヨ
)

の
.逡
.増
減

ざ
.も
云
は

る

べ

き
も

の
で
あ

る
。

即
ち
此
各

項
は
資
本
及

労
働

を

一
軍

位
宛
増

加
す

る
こ

ε
に
依
り
生
す

る
各

々

の
全
部
牧
穫
.を
、
そ
を
生
産
す

る
に
要

し
な

る
資
本

及
勢
働
の
総
軍
位
敷

を
以
て
除

し

た
る
も

の
で
あ

っ
て
、前

者
は
其

の
逓
増
.す
・る
こ
ご
を

、
.

後
者

は
其

の
逓
減
す

る

こ
ピ
を
示
す

も
の
で
あ

る
。
而

ラ

ラ

し
.て

こ
は
2

の
事
實

を
3

に
相
當
す

る
形
.に
書

き
換

へ

て

く

た
も

の
こ
も

云
ふ

こ
ε
が
出
來

る
。

・以

上

に
於

て
は

一
定

せ
ぢ

る

べ
き
生
産

要
素

X
を
優

り
に

]
定

の
土
地

ε
し
だ
が
之
葱

一
定

の
資
本

又

は
勢

働
ε
す

る
も

何
等

以
上

の
理

論

に
愛

化

は
な
く
、
又
同

様

に
以
上

に
於

て
は
Y
を
資
本

及
勢

働

ご
し
π
が
、
之

を
土
地
叉
は
軍

に
勢
働

天
は
資
本

ε
す

る
も
何
等
理
論

に
鍵

り
は

な

き

こ

ピ
は
云
ふ
ま

で
も
な

い
。

(∩
p
署
①
鋸

目
70
島
ω鼠
9
ユ
曾

、
oh
≦
。匹
穿
.
署
.
9

心
o
参

照

)
。

現
代

の
認

識
論

に
依

れ
ば

内
.異

れ
る
脛
駿

科
學

の
智
.

識
は
、
同

一
の
此
経
験

界
を
異
.右
観

黙

よ
甑
見
る

こ
ε

,

雑

録

収
穫
遮
爵
減
の
諸
観
貼

に
依

り
て
生
す

る
り
で
あ
る
が
、
以
上

の
四
種

の
も

の

り

も

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヤ

う

ヤ

ヘ

ミ

ロ

ロ
　

と

も

は
前
述
せ
し
同
.
}
の
基
本
的
事
實
を
、
異
る
親
黙
よ
り

も

　

へ

も

た

ヵ

も

り

も

も

も

へ

も

も

め

カ

し

セ

ろ

　

カ

ヤ

見

る

に

依

り

て

生

じ

た

も

の

で

「

全

く

相

異

れ

る

意

味

リ

カ

も

へ

も

も

リ

へ

も

り

ヤ

ラ

も

エ

ヘ

へ

を

有

す

る

智

識

な

の

で

あ

る

。

,即

ち

一

は

全

部

牧

穫

(ぎ

叶巴

「
卑
口
甚

)
の

観

黙

よ

り

侮

は

生

産

要

素

の

増

加

に

へ

も

や

も

し
　へ

も

ヘ

へ

あ

う
　

撤

す

る

全

部

牧

穫

の

増

加

の

割

合

の

親

黙

よ

り

、

3

は

も

カ

ヘ

ヘ

へ
　

し

あ

も

ヘ

メ

も

増

加

分

牧

穫

窟
&

三

8

巴

浮
身

ヨ

)

の

親

黙

よ

り

4

は

ヘ

ヤ

し

し

卒
均

牧
穫

(固
く
窺
お

o
.冨
呂
ヨ
)
の
観
黙
よ

り
各

々
見

π

ラ

ラ

も

の
で
あ

る
。
面

心
て
此
中

2

ざ
4

`
は
同

一
観

黙
よ

く

く

軌
見

た
る
も

の

、
云
ひ
表

は
し
方

の
差
異

こ
も

云

ふ
こ

ε
も

出

來

る
。
斯

く
各

々
は
美
観

難
を
異

に
し
、

從

て
其
意
味

を
異

に
す

る
も

の
で
あ

る
か
ら

、
我

々
は
其

各

々
の
槻

黙
ご
其
意
義

の
相
違

を
充

分
に
明

か
に
匪
刑

し
、
而

し

て
其

各

々
を
其
本
來

の
意
義

に
於

て
正
し
く

用
ひ

て
行

か
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。

余

は
、
以
上
、
相
異

れ
る
牧
穫
逓
増

減

の
別
を
幣
信

明

か
に
し
た

る
が
故

に
、
以
下
、
第

}
に
、
.之

等

の
も

ヘ

カ

の
、
関
係
殊
に
限
界
牧
穫
ε
至
境
牧
穫
ご
の
關
係
を
明

へ
　

る

か
に
し
、
此
両
者
の
匠
別
及
關
係
の
不
明
よ
b
起
b
し

や

も

誤
謬
を

正
し
、
第

二
に
其

意
味

の
別
を
明

か
に
す

る
こ

第
十
=
惣

(第
二
號

=
.「九
)
.
二
七
九

・

、

「

.

'



亀

}痢ヨr

9

雑

録

牧
覆
潟
堆
減
の
諸
観
貼

E
に
よ
駄
、生
産
論
及
分
配
論

の
意
義
の
」
端
》
闡

明
し

斯
く
て
以
て
、
以
上
論
明
し
来
れ
る
諸
種

の
牧
穫
遽
増

減
の
明
確
な
る
匠
別
の
経
済
學
上
重
要
な
る
所
以
を

一

層
明
に
し
た
い
`
思
ふ
。

三

増
加
分
牧
穫
の
逓
増
減

ε
平

-
均
牧
穫
の
逓
増
減
亡
の
關
係

.

藪
じ
余
は
、
此
等
両
極
の
遍
増
減
の
關
係
を
明
に
す

る
こ
ざ
に
よ
り
投
資
の
限
度
に
翻
す

る
.謬
見
を
正

さ
ん

ピ
欲
す
る
の
で
あ
る
が
、
先
づ
此
等
逓
増
減
の
關
係
よ

与
述

べ
畜
。

・
増
加
分
牧
穫
の
逓
増
減

`
平
均
牧
穫
の
逓
増
減

(
叉

ば
生
産
要
素
の
増

加
に
封
ず
る
全
部
牧
穫
増
加
の
割
合

の
逓
増
減

)
ご
の
關
係

に
就

い
て
は
、
普
通
増
加
分
牧

穫
が
減
少
を
始
む

る
黙
よ
b
同
職
に
卒
均
牧
穫

が
減
少

を
始
む
る
達
者

へ
ら
る

、
が
如
く
に
説
明
さ
れ
て
居
る

の
で
あ
る
。
二
幅
田
博
士

,
.國
扱
脛
濟
薩
話
、
乾
、
.六
二

山
ハ
頁
及
山
崎
博
士
馬、
経
済
原
論
.
三
九
頁
一

四

噛
頁

等
参
照
)

然
る
に
實
は
、李
均
牧
㎝獲
の
最
大
黙
(即
ち
生
産
亜
恐
系

の
増
加
に
封
ず
る
全
部
収
穫
増
加
の
割
合

の
最
大
黙
)

第
十
一巻

(第
二
號

=
昌O
)

二
八
b

は
常

に
増

加
分
牧
穫

の
最
大
黙

(即
ち
全

部
牧
穫

の
増

加
分

の
最
大
黙

∀
.
.
の
後

に
來

る
も

の
で
あ

る
。

換
言
せ

う

も

ヘ

ロ

し

り

も

も

む

へ

も

も

　

セ

し

ロ

ち

も

ヘ

へ

ば
李
均

牧
穫

の
遜
減
鳳
常

」
増
加

分
散
穫

の
}逓
減

よ
り

遅

れ
て
始
ま

る
も
の
で
あ

る
.。

、
今
敷
字
を
用

ひ
て
簡

軍

に
之

を
説

明
せ

ん
に
、
例

へ

ば

一
定

の
土
地

に
勢
働

及
資

本

の

[
輩

位
量
見

を
壇
掬

し
行
く
時

に
、
増
加

分
収
穫

は
、
N
吟
Φ
・。。
、　
o
P
g。
一早

…
:

覧
順
序

に
愛
動

し
行

く

ε
す

る
。
然

る
時

は
投

入
せ
'る

資

本
及
弊
働

の
或

単
位
量

に
於

け
る
箏
均
牧
穫

は
、
先

皐

叢

穫
を
表
ら
は
す
に
癖

漏

漏

…

・
等
の

形
を
以
て
.せ
し
こ
ε
に
よ
り
て
も
明
な
み
か
如
く
に
、

其
投
入
単
位
量
に
於
け
る
全
部
牧
穫
を
其
総
収
入
軍
位
.

敷
に
て
除

し
た
る
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
此
輩
位
量
に

於
け
る
全
部
牧
穫
ば
」
そ
れ
ま
で
の
増
加
分
敗
穫

の
総

凱訓
で
あ
る
か
ら
、、
以
上

の
順
次
の
全
部
牧
穫

に
劃
す
惹

錫

牧
穫
は
十

壁

.+
蝋
+
q
-
…
芸

ふ
が
如
忍

な

っ
て
、

之
を
計

算
す

る
塒

は
順
序

に
ρ
。。
.♪
ぴ
圃俘
①
点

?

早
φ
£

:

ε
な

っ
て
行
く
。
以
上

の
二
者

セ
纏

め
て

之
を
表

し
表
は

せ
ば
次

の
如
く

に
な

る
。



凸

}

資
本
及
鱒
働
の

投
入
輩
位
量

七.六 五 四 三 ニ 一

箪 軍 単 車 軍 車 輩

付 値 付 値 位 付 値

入
.

単

位

●

増
加
分9,10,8,6,4,2,

　

分量
政大
菱増

加
)

8
,

¢

5,些,3,2,穫 均

.
今
此

増
加
分
版
穫

の
逓
増
減

の
攣

動

ξ
、

の
　逓
増
減

の
攣
動

ε
を
比
較
す

る
に
、
」増

加
分
牧
穫

は

、第
五
箪

位
目

の
資
本

及
勢
働

の
投

入

に
於

て
其

最
大

量

一
〇
に
達

し
、
後
次
第

に

0
10Q
壷

・…

:
ε
雌
減

し
行

く

も
、

卒

均
牧
穫

に
在

っ
て
は
之

ご
異
な
り

、
第
五
軍
位
目

の

9

よ
b
直

に
逓
減
す

る
こ
ビ
な
く

猶

ほ

①
・9
㊥
司
ナ
.
ピ

逓

増

し
行

き
、
第

八
軍
位

目

に
於

て
始

め
て

?
品

.
ε

な

b
て
減

少
を
.始

め

る
の
で
あ
る
。
蓋

し
前
述

せ
七
如

く
資
本

及
螢
働

の
或

投
入
単
位
量

に
於

け

る
季
均
牧

穫

は
」
、
其
投

入
皿単
位

量

に
至
る
ま
で
の
総

て
の
増

加
分

牧

穫

の
総

和
を
其

投
入
輩

位
.藪

を
以
て
除

し
セ
る
も

の

で

雑

鹸

牧
穫
遍
櫓
¶減
の
講
親
鮎

⑤関脇
麟
欝

鴨
孚
均
牧
穫

あ
る
。

然

る
に
第
六
輩
泣
目
の
増
加
分
牧
穫

9

は
第

五
軍
位
目
の
雫
均
牧
穫

6

よ
b

3

だ
け
大
で
あ
る
。

故

に
第
⊥
八
単
位
目

の
卒
均
牧
穫
は
此

3

を
、
そ
れ
ま
で

の
総
投
入
軍
位
量

6

で
除
し
た
る
商

肪

だ
け
當
然
第

五
箪
位
目
の
平
均
牧
穫

よ
り
大
ε
な
る
澤
で
あ
る
。
同

様

に
七
て
第
七
距
泣
目
の
増
加
分
散
穫

8

は
、

第
⊥
ハ

軍
位
目
の
雫
均
牧
穫

.師

よ
ら

大
で
あ
る
か
ち
隔

第
七

、
軍
位
目
の
至
境
牧
穫
も
亦
第
⊥
ハ
輩
・位
目
の
李
均
敗
穫

よ

り
大
ε
な
る
謬
で
あ
る
o

斯
く
し
て
.7
般
的

に
云

へ
ば
、
.或
生
産
要
素

の
或
投

入
輩
位
量

に
於
け
る
季
均
牧
穫
は
、
其
輩
位
量
に
於
け

る
増
加
分
牧
穫
が
、
其

一
っ
以
前
の
投
入
盟
.位
量

に
於

け
る
干
場
収
穫
よ
り
大
な
る
限
り
、
増
加
分
牧
穫
は
假

令
逓
減
し
つ
.、
あ
る
も
、
午
均
牧
穫
ば
逓
増
し
行
く
の

で
あ
る
、
ε
云
ひ
得

る
一
即
ち
、
斯
く
し
て
李
均
牧
穫
.

の
最
大
黙
は
常
に
増
加
分
牧
穫
の
最
大
黒
め
後
に
摩
る

こ
ざ

、
な
る
の
.で
あ
る
。

以
上
明
に
せ
し
季
均
牧
穫
の
逓
増
減

ご
限
界
牧
穫

の

逓
増
減
こ
の
關
係
よ
b
、
解
明
せ
ら
る
べ
き
は
、
屡

々

考

へ
ら
れ
勝
ち
な
る

「
我

々
が
合
理
的

に
行
動
す
る
場

第
十

}
巻

(第
二
號

=
二
、こ

二
八

】
.

6

」
【



岬

雑

錐

牧
穫
逓
博
減
の
諸
窺
鮎

第
†

一
巻

(
第
二
號

一
三

二
}

二
八
二

合
に
は
、
増
加
分
吸
穫
が
最
大
ε
な
る
黙
ま
で
投
資
を
.
.の
最
大
黙
に
止
め
ら
る
る
こ
ε
な
鴎
、
既

に
増
加
分
股

な
も
.
藪
に
て
止
む

べ
し
」
ε
云
ふ
投
資
の
限
度
に
關

穫
が
逓
減
し

つ
薗
あ

る
黙
ま
で
進

め
ら
れ
る
.の
で
め
る

す
る
考

の
誤
り
な
る
こ
ε
で
あ
る
。
以
下
其
理
由
を
説

以
上
は
土
地
が
充
分
に
め
り
て
未
だ
地
代
を
要
せ
ざ

明
し
よ
う
。

る
場
合
に
就
い
て
云
う
た
の
で
あ

る
が
、
現
肚
會
に
於

帥
ち
先
づ
、
土
地
が
新
開
國
に
於
け
る
が
如
く
充

分

て
は
普
通
、
地
代
を
要
す

る
の
で
.あ
る
。
散
に
全
費
用

に
あ
っ
て
、
未
だ
地
代
を
生
ぜ
ざ
る
場
合
に
於
て
さ
へ

に
…謝
し
最
大
め
純
牧
穫
を
得

ん
が
矯
め
に
は
、
我
々
は

も
、
斯
る
こ
6
は
あ
り
得
疎
い
の
で
あ
る
。
即
ち
我
々

一
定
の
土
地
に
謝
し
更
に

=
層
集
約
的

に
、
資
本
及
勢

」
は
合
理
的
に
行
動
す

る
限
り
、
.自
己
の
出
費

に
射
し
て

働
を
投
入
す

る
こ
ざ

、
な
る
の
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
増

最
大
の
純
牧
穫
叉
は
所
得
を
得
ん
`
努

め
る
も
の
で
め

加
勢
吸
盤

の
遽
.減
が

】
層
行
は
る
.、
ま
で
、
資
本
及
勢

.
る
。
而
し
て
此
際
に
於

て
は
土
地
は
無
代
で
あ
る
が
故

働
の
投
入
を
進
め
る
の
で
め
る
。
斯
く
て
現
實
の
肚
會

に
、
資
本
及
労
働
の
.一
軍
位
に
就

き
、
最
大
の
年
増
牧

に
於
て
は
「
普
通
の
場
合
常
に
増
加
分
牧
穫

の
逓
減
が

穫

を
得

る
が
如
べ
に
、

一
定
の
土
地

に
謝
し
資
本
及
勢

行
は
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。

働
の
輩
位
量
を
組
合
は
す

こ
ざ
が
、
畢
竟
蚕
費
用
に
封

以
上
は
土
地
に
就

い
て
説
明
し
カ
の
で
あ
る
が
、
「比

し
て
最
大
の
純
牧
穫
を
得
る
こ
ご

、
な
る
の
で
あ
る
。

こ
ε
は
以
上
ざ
全
く
同
様
な
る
理
論
に
依
b
て
、
他
の

然
る
に
先

し
明
か
に
せ
し
が
如
く
に
、
李
均
牧
穫
の

、総
て
の
生
産
要
素

罵
就

い
て
も
同
様
に
事
實
な
の
で
あ

.

最
大
黙
は
、
増
加
分
牧
穫
の
最
大
黙
よ
り
逞
れ
て
乗
る

る
。
帥
ち
、
以
上
の
土
地
の
代
り
に
、
資
本
叉
は
勢
働

も
の
で
め
る
。
換
吉
口
せ
ば
増
加
分
牧
穫
が
最
大
黙
に
達

を
以
て
す

る
も
」
更

に

一
の
生
産

に
用
ひ
ら
る

Y
諸
種

し
た
る
時
よ
り
、
更

に
多
く
の
資
本
及
勢
働
を
投
入
せ

の
資
本
叉
は
勢
働
の

中
の

或
種
の
も
の
を

以
て
す
る

し
時

に
於
て
始

め
て
、
卒
均
牧
穫

の
最
大
黙
は
来
る
の

も
、

一
の
理
論
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
際

に
於
て
も
投
資
は
増
加
分
牧
穫

斯
く
て
干
均
牧
穫
ε
増
加
分
牧
穫
こ
の
…關
係
よ
り
.

b



㌔

ド

現
肚
會

に
於
て
は
緬
て
の
生
産
要
素

に
就
き
、
.増
加

分

敗
穫
の
逓
減
叉
は
限
界
牧
穫

の
逓
減

が
行
は
れ
て
る
る

こ
ε
が
明
か
に
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

而
し
て
上
述

せ

し

「
我

々
は
投
資
を
増
加
分
牧
穫

の
最
大
黙
に
止
む
る

も
の
な
り
」
ε
云
ふ
謬
見
は
、
全
く
増
加
分
粒
穫

ご
平

均
牧
穫
こ
の
雇
別
及
關
係
を
明
か
に
せ
さ
る
が
駕
め
に

起
る
.の
で
あ
る
。

而
も
此
面
牧
穫
の
関
係
よ
り
明
か
に
せ
し
以
上
の
事

實
は
、
分
配
論
士
に
於
・て
重
要
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

何
ε
な
れ
ば
、
今
日
の
分
配
論
に
於
て
は
、
"勢
賃
、
地

代
、
利
子
等
の
生
産
要
素

に
劃
す
る
報
酬
の
決
定
を
論

ず

る
に
當
り
.、
.限
界
生
産
力
又
ば
限
界
収
穫
に
依
て
、

其
需
要
側
の
事
情
を
説
明
せ

ん
ε
す
る
こ
ご
が
、
有
力

な

る
論
で
あ
る
。
然
る
に
之
に
は
現
實
の
肚
會
に
於
て

総
て
の
生
産
要
素

に
就

い
て
、
増
加
分
牧
穫
の
遽
減
が

行
は
れ
て
る
る
こ
ε
を
前
提
ε
し
な
け
れ
ば
な
ら
鍛
。

〔限
界
牧
穫
ご
は
増
加
分
牧
穫

に
し
て
、
其
牧
穫
ざ
此

牧
穫
を
得
る
に
要
す
る
費
用
置
が
正
に
等
し
き
も
の
な

る
こ
ε
は
前
述
せ
り
)
.故
に
若
し
前
述

の
論
者

の
云
ふ

コ

が
如

く
に
、
實
糺肌
.會

に
於
、て
は
漕
増
加

分
牧
穫

め
最

大

雑

録

牧
穫
逸
増
減
の
諸
観
鮎

.黙

に
於

て
、投
資

が
止

め
ら

れ
て
み

る
も
の
ε
す

れ
ば
、

限
界
生
産

力
説
な

る
も
.の
は
、
始

め
よ
b
成

立
し
得

な

い
こ
ε
Y
な

る

か
ら

で
あ

る
9

以
上

に
依
り
明

か
な

る
が
如
く

、
語

種

の
牧
穫
漉
}増

減

の
混

同
は
、脛

濟
學

の
研
究

に
ご
り

、
事
實

上
重
大
な

る
結

果
を
惹
起
す

る
も

の
な

る
を
似

て
、
現
在
我

々
が

多

く
な

し

つ
、
あ
る
が
如
く
漫
然

己
牧
穫
逓
増
減
な

る

語
を
用

ふ
る

こ
ご
な
く
、
常

に
充

分

に
之
を
歴

別
し
其

何

れ
を
意
味
す

る
や
を
明

に
示

さ
な

け
れ
ば
な
ら

ね
。

ラ
ユ

.

四

坐
産

論
及

分
配
論

の
意

義

に
就
.き

.

.倦

、
余
は

次

に
此

等
牧
穫
遍
増
減
の

諸
の
意
味

の
匠

別

に
關
達

し
て
、
生

産
論
及

分
配
論

の
意
義

の

一
端
を

明

か
に
し
、

之

に
閲

す

る

一
二
の
誤
謬

を
正

さ
う

ε
思

ふ
。
蓋

し
、
生
産

論

ε
分
配
論

ご
は
、
由
來
、
経
濟
原

論
中

に
於
け

る
、
最

重
要
な

る
部
門
を

形
作

く

る
も

の

な

る

こ
ご
は

云
ふ
ま
.で
も
奪

い
が

、
而
も
此

等
両
者

の

意
義

は
充

分

明
.か
に
さ
れ
て

み
な

い

こ
ご
が

少
く
な

い
。
然

る
に
本
論

の
冒

頭

に
於

て
明

か
に
せ
し
が
如

く
」

脛
濟

學
は
牧
穫

の
逓
増
減

を
以

て
少

く

ε
も

其
中
心
問

題

の

一
己
し

て
み
る
も

の
で
あ

る
か
ら

、
此

等
両
部
門

弟
十
一
巻
.
(第
二
號

=
三
二
)

二
八
三

ノ

9

ト

.

L一.



「

.

『
.

雑

録

r牧
養
逸
滑
減
の
講
親
鮎

.
の
意
義

の
問
題
も

、
其
各

部
門

に
於

て
土

ε
し

て
取

扱

は

る

べ
き
牧
穫
逓
増
減

は
何
な
り
や

ε
云
ぶ
問

題

窪

し

て
見

る
こ
壱
よ
b

て
、
軍

に
其

一
部

分
で
は
あ

る
が

而

も
其
重

要
な

る

一
部
を
闡

明
す

る
こ
ご
が
出

摩

る
か
ら

で
あ

る
。
先

づ
生
産
論

の
意

義
よ
り
述

べ
や
う
。

1
生
産
論

の
意
義

に
就

き
。

我

々
は
屡
.々

生
産

論

く
を
、
.軍

に

一
肚
會

の
生
産

の
大

さ
の
原

西

に
就

い
て
.研

究
す

る
も

の
ε
考

へ
る
。
若

し
斯
く

の
如

く
で
あ

る

`

す
.れ
ば
、
生
産
論

は

R葺
巴

℃
δ
畠
9
叉
全
部
牧
穫

㌧を

問

題

ざ
す

る
も

の
蓬
な

る
、

文
事
實
屡

々
斯

く
考

へ
ら

齢

た

の
で
め

る
。
然

し
現
代

に
於
て

は
、
、
経
済
學

は
軍

に

「
富

の
學
問
」
(
P
ω宮
α
鴇
.9

妄
o
巴
夢
)
で
は
な

く
、
寧

ろ

「
人
間

の
學
問
」
雷

鳴
旨
9

書
。
無
二畠

。
「
臼
僧
ロ
)
ε
し

て

の
意
義
が

一
層

重

い
も

の
で
あ

る

ε
せ
ら

る

、
の
で

あ

る

D

(
寄

・
・
亘

二

、旨

晋

蕾

。
庫
§

・
。
ヨ

凶8

.・
唱
・

同
・

参

照

)
從

て
其

生
産

論

の
意
義

も
.、
マ
ー

シ
ャ
ル
氏
が

富

の
生
産

は
軍

に
人
間

の
、生
.
活

を

支

ふ
る

手

段

の

み

(明
器

で
「9
ユ
g
ユ
8

亀

竃
①巴
叶,

ア

び
g

ヨ
臼
崩

δ

臣
o

旨
堅
塁
誇
。
良

日
雪
)

三

躍
ふ
て

ぬ
る
や
う

に
、
人
間

の
生
活

ξ
云

ふ
こ
ご
を
中

心

ε
す

る
富

の
生
産
論
で

あ

第

+

一
巻

(第

二
號

一
三
四
)

二
八
四

る
っ
然

る

に
成
就

會

の
人
聞

の
生
存

歌
態

の
良

否
の

か

か
れ

る
富

の
量

は
、
其
肚
會

の
人

日
藪

ご
離

れ
た
富

の

絶
.封
量

の
大

さ
で
な

く
、
即

ち
軍

に
.
叶9
巴

践
巳
9
烹
全

部
牧
穫

)
の
大

さ
で
は

な
く
し

て
、其

趾
會

の
人

口
敷

に

劃
す

る
富

の
相
針
量

の
大

ざ
で
あ
る
。
即
ち

㊤
<
o
尋
σq
o
.

℃
「o
身
臼

(李

均
牧
穫

)
の
大

さ
で
な

け
れ
ば
な
ら

の
。

故

に
生
産
論

の
眞

の
問
題
は
.
p
ぐ
Φ
雷
鳴

「
「o
含
6
二

平

均

敗
穫

)
に
.騙
す

る
も

の
で
あ

っ
て
、
8
巨

嘆
o
α
9
只
全

部

牧
穫

)
に
關

す
る
も
の
で
は
な

く
(∩
塁
舞
且

月
琴
o
「口留

亀

℃
「。
9
亀

8

国
包

」
【ω貯
幽す
三
δ
p

唱
.
ω
ひ
や

ω
む

等
参

照

)
從

て
ま
た
生
産

論

に
於

て
中
ソ心
こ
な

る

べ
き
は
雫

均

牧
穫

の
遽
増
減

で
あ

っ
て
、
全

部
牧
穫

の
遊
増
減

で

は
な
い

の
て
あ

る
。

2
分
配
論

の
意
義

に
就
・き
。

分
配
論

の
問
題

は
、
或

　肛
會

又

は
或
階
級
.の
富
を
、
肚
會

又
は
階
級

の
各
人

に

分
配
す

る
こ
蓬
で
あ

っ
て
、

一
見

零
①茜
げ。
。
嘆
。
9
臼

(
卒
均
牧
穫

》
の
問
題

で
あ
.
る
が
如

く

に
考

へ
ら

れ
る

の

で
あ

る
。叉
経

済
學
史
上
屡

々

署
①話
αq
o
℃
「{〕曾
臼

の
問

題

が
重
せ
ら

れ
た

の
で
.あ
る
。

(∩
碧
ロ
雪
"
同
ず8
膏
。・b
陣

、℃
δ
身
6
ま

昌
昌
匹

⊆
一m艮
げ
口叶6
口
唱
.
日
℃
以
下
参

照

)

,



亀

然
し
分
配
論
の
問
題
ぽ
、
軍
な

る

】
人
當
り
の
富
の

量
の
問
題
で
は
な
く
、
寧
ろ
反
劃
に
各
人
の
富
の
差
異

,

を
生
す

る
原
因

の
問
題
で
あ

る
。
而

し
て

マ
ー

シ
ャ

ル

氏
が

Hθ
(口留
一8
凹

田
く
冠
9
e

一ψ
げ
蜂
窩
σ
暮
o
亀
p
ヨ
0
5
⑳

夢
o醤

(p
げq
雪
晴

o
h
嘆
鼠
琴
含
o
巳
"
琶
o
芽
ぢ
鵬
膨q
o5
①
冨
「マ
"

ぎ

唄
名
〇
三
8

8

叶冨

器
。
良
ミ
甑
3

究

。覧
・
葺
く
①
管

守
ロ
マ
器
く2
巴

ψ霞
ぐ
一8
的1
一.
o.
昌
o
斤.讐
Φ
δ
冨
一
犀
o
P
、σ
⊆
[

島
の
三
碧
㈹
三
巴

莞
。
α
.
巴
云
ふ
て

る
る
や
う

に
、
各

人
べ
.

の
富

の
分
配

を
支

配
す

る
も

の
は
、
各
人

の
有
す

る
生

産

要
素

の

巳
p
「懸
奉
=
拓
㊦α

に
依

る
も

の
で
あ

る
。
然

る
に
此
各
種

生
産

要
素

の

白
鬢
㈹
ぎ
巴

需
巴

は
、
、各
種

の
亨

樂
財

の

ヨ
聖
㈹
診
』

昌①
巴

が
其
各
種

の
も
あ

＼
限

界
敷

用
…
(
ヨ
母
屯
昌
鼬

鼠

一一信

)

に
よ
り
定
ま

る
ε
同
様

・

に
、

其

程

の
生
産

要
素

の

∋
p
門四ヨ
巴

器
「<
[8

又

は

目
舞
中q
ぎ
巴

嘆
o
含
9

…限
界

盆
産
物

)
に
依

て
決
す

る
も

の
で

あ
る
。
.
.
.

r

故

に
分
配
論

に
於

て
問
題

こ
な

る

べ
き
も
の
は
、
増

加
分
牧
穫
叉

は
生
産
物

で
更

に
適
切

に
云

へ
ば
限
界
牧

穫
又
は
生
産
物

で
あ

っ
て
、
屡

々
誤

ら
れ
た
や
う

に
、

.
季
鈎

職
種

で
は
な

い
の
で
あ

る
。
從

て
叉

分
配
論

に
於

て
問
題

ε
な

る
.べ
き
牧
穫

の
遽
増
減

は
、
限
界
牧
穫

の
.

'

雑

録

牧
穫
逡
増
減
の
諸
観
鮎

逓
増
減

で
め
つ
て
季
均
牧
穫
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

勿
論
此
生
産
.及
分
配
の
両
部
門

の
意
義
に
就
い

て
の

十
分
な
る
論
定
は
、
別
に
之
を
詳
論
し
な
け
れ
ば
な
ら

阻
こ
ε
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
藪
に
は
、
兎

に
角
斯

く
し
て
牧
穫
蓮
増
減

の
諸
の
意
味

の
匪
別
が
評
生
産
及

分
配
の
両
部
門
の
意
義
の
解
明
の
問
題
に
ε
つ
て
も
、

少

か
ら

函
助
け
ご
取
る
も
の
な
る
こ
ご
を
知
る
こ
ざ
を

得
。
從

っ
て
亦
上
衣
論
じ
來

"
る
諸
種

の
.牧
穫
逓
増
減

の
明
確
な
る
匠
別
の
経
濟
學
上
重
要
な
る
所
以
を
.
更

に
明
か
、に
す

る
こ
ε
を
得
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。

ス

メ

　

　

　

メ

メ

要
す

る
に
、

一
の
基
本
的
事
實
を
見

る
観
黙
の
相
違

に
依
り
、
.全
く
意
味
を
異
に
す
る
諸
種
の
牧
穫
逓
増
減

が
現
は
れ
る
。

、い
・
.

・
..

而
し
て
此
諸
種
の
牧
穫
遽
増
減
の
匠
別
.を
明
か
に
し

叉
は
不
明
な
ら
し
む
る
こ
ε
に
.依
り
、
投
資
の
限
度
ス

は
限
界
生
産
力
説
の
有
数
性
及
生
産
論
分
配
諭
の
意
義

ε
云
ふ
が
如
き
「
経
済
學
上
甚
重
要
な
惹
問
題
に
就
き

或
は
混
齪
を
生
じ
或
は
之
を
闡
明
す

る
こ
ε

、
な
る
の

で
あ
る
。
.

而
も
我
々
は
現
在
此
等
諸
種
の
牧
穫
逓
増
減
を
充

分

O

第
十

一
巻

〔第
二
號

一
三
五
)

二
八
五

.

L



、

雑
.

鎌

サ

ー
。
ウ
}

ル

タ
ー
、・
ラ

レ
!

の
『
和
蘭

貿
易

に
關

匠
別

す

る
こ
蓬
な
く
丙
漫
然

ε
牧
穫
逓
増
減

ε
呼

ん
で

、
み

る
の
で
あ

る

か
ら
、
特

に
此

等

の
も

の

、
意
.味
及
關

係

の
識
別

に
注
意

し
な

け
れ
ば

な
ら

濾
ざ
思

ふ
。

層.

ノト

「


